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1月の出来事

●時　事

  3日  箱根駅伝、東洋大連覇

  2日  09年県内交通事故死57年ぶり

    　  30人台

  5日  09年国内新車販売、31年ぶり

  　    500万台割れ

11日  山梨学院、高校サッカー全国制覇

●山梨県中央会ニュース

  8日  第8回正副会長会議

    　  2010中小企業団体新春交流会

26日  官公需問題懇談会

2月の予定

18日  事務連絡協議会新春研修会・交流

 ● 1面  2010中小企業団体新春交流会開催

 ● 3面  12月報告、県内業況は…?

 ● 4･5面  組合活動紹介 他

 ● 8面  中小企業組合まつり開催予告

その他、各種事業案内、施策等々情報を掲載

今月の見どころ

定価100円
昭和36年４月10日 
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　本
会
で
は
、１
月
８
日
、ア
ピ
オ
甲
府
に

お
い
て
、新
春
交
流
会
を
開
催
し
た
。13
回

目
と
な
る
今
年
は
、ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
か
ら

ア
ピ
オ
甲
府
に
会
場
を
移
し
、中
小
企
業
組

合
関
係
者
ら
を
中
心
に
、約
６
５
０
人
の
参

加
者
が
相
互
の
交
流
と
懇
親
を
図
っ
た
。

　式
典
は
、国
歌
「
君
が
代
」
斉
唱
で
始
ま

り
、勝
俣
明
美
副
会
長
が
開
式
の
こ
と
ば
を

述
べ
た
後
、内
藤
悦
次
会
長
が
次
の
よ
う
に

主
催
者
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。

　「
昨
年
は
、戦
後
最
大
の
世
界
同
時
不
況

に
あ
っ
て
、過
去
最
大
規
模
の
経
済
対
策
が

実
施
さ
れ
た
が
、多
く
の
中
小
企
業
者
に
と

っ
て
は
多
難
で
厳
し
い
年
で
あ
り
、ま
た
、政

治
面
で
は
政
権
交
代
と
い
う
大
き
な
動
き
が

あ
っ
た
。

　今
年
も
、中
小
企
業
に
と
っ
て
は
先
行
き

が
不
透
明
な
状
況
に
あ
る
が
、中
小
企
業
に

は
変
化
に
対
す
る
機
動
性
や
優
れ
た
技
術

力
に
よ
る
取
り
組
み
と
、労
使
一
体
と
な
っ

た
経
営
と
い
う
強
み
が
あ
る
。中
央
会
は
、今

年
の
活
動
テ
ー
マ
を
「
今
こ
そ
発
揮

　中
小

企
業
の
底
力
」
と
し
た
。交
流
会
の
参
加
者

の
熱
意
と
底
力
を
持
っ
て
山
梨
の
地
域
経
済

を
切
り
開
い
て
い
き
た
い
。

　ま
た
、本
年
は
中
央
会
創
立
五
十
五
周
年

を
迎
え
る
。こ
こ
で
、も
う
一
度
原
点
に
立
ち

返
り
、中
小
企
業
の
連
携
組
織
の
支
援
機
関

と
し
て
の
役
割
と
責
務
を
果
た
す
た
め
、組

合
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
組
織
体
制
の
強

化
を
行
い
、組
合
組
織
と
中
小
企
業
に
密
着

し
た
支
援
を
行
い
た
い
。

　日
本
経
済
の
基
盤
で
あ
る
中
小
企
業
の

再
生
・
発
展
な
く
し
て
、経
済
と
雇
用
の
回

復
は
な
く
、今
こ
そ
、中
小
企
業
が
共
同
組

織
に
結
集
し
、個
々
の
持
て
る
底
力
を
発
揮

す
る
中
で
、難
局
に
立
ち
向
か
っ
て
行
こ

う
。」　引

き
続
き
来
賓
と
し
て
、山
梨
県
知
事

　

横
内
正
明
氏
か
ら
「
県
で
は
景
気
対
策
・
雇

用
対
策
を
重
点
的
に
取
り
組
み
、中
小
企
業

を
支
援
し
て
行
く
。中
小
企
業
の

皆
様
も
新
た
な
取
り
組
み
に
積
極

的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
ら
い
た

い
。」
と
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。続

い
て
、参
議
院
議
員（
民
主
党
幹
事

長
職
務
代
行
・
民
主
党
参
議
院
議

員
会
長
）輿
石
東
氏
、衆
議
院
議
員

（
文
部
科
学
大
臣
政
務
官
）後
藤
斎

氏
、衆
議
院
議
員

　坂
口
岳
洋
氏
、

参
議
院
議
員

　米
長
晴
信
氏
、山

梨
県
議
会
議
長

　森
屋
宏
氏
、甲

府
市
長

　宮
島
雅
展
氏
、日
本
銀

行
甲
府
支
店
長

　松
本
順
丈
氏
か

ら
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

　そ
の
後
、来
賓
紹
介
、祝
電
披
露

が
さ
れ
、武
田
與
光
副
会
長
の
閉

式
の
こ
と
ば
で
式
典
は
終
了
し
た
。

　式
典
に
続
く
交
流
会
は
、松
葉

惇
副
会
長
が
開
会
し
、山
梨
県
商

工
会
連
合
会
会
長

　竹
井
清
八
氏

の
乾
杯
で
、賑
や
か
に
開
始
さ
れ

た
。本
年
は
、組
合
関
係
者
相
互
の

連
携
を
深
め
、関
係
機
関
と
の
交

流
・
懇
親
を
図
る
場
と
し
て
開
催
さ
れ
、料

理
を
囲
ん
で
の
交
流
が
行
わ
れ
た
。

　景
気
の
低
迷
が
続
き
、厳
し
い
経
営
環
境

下
で
は
あ
る
が
、関
係
者
多
数
の
参
加
に
よ

り
、熱
意
の
中
に
も
和
や
か
に
交
流
会
は
進

み
、株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
甲
府
支

店
長

　福
田
健
司
氏
の
万
歳
三
唱
、渡
邊
征

夫
副
会
長
の
閉
会
の
こ
と
ば
で
、２
時
間
余

り
の
新
春
交
流
会
を
閉
じ
た
。

テーマはテーマは

2
0
1
0
中
小
企
業
団
体
新
春
交
流
会
を
開
催

2
0
1
0
中
小
企
業
団
体
新
春
交
流
会
を
開
催

「今こそ発揮 中小企業の底力」
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ibuki

息吹

　企
業
が
存
在
し
て
い
る
意
義
は
、社
会
の
た

め
に
役
立
つ
社
会
へ
の
貢
献
で
あ
る
。

　企
業
の
存
在
は
、社
会
の
中
で
た
と
え
ば
、

地
球
環
境
・
食
・
健
康
・
趣
味
、娯
楽
・
生
活
の
快

適
性
・
仕
事
を
出
し
て
く
れ
る
親
企
業
・
仲
間

の
企
業
等
の
ど
の
分
野
で
ど
ん
な
方
法
に
よ
り

貢
献
し
て
い
く
の
か
、明
確
に
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
。

　し
か
し
現
在
社
会
が
求
め
る
も
の
は
、常
に

変
化
を
繰
り
返
し
そ
の
ス
ピ
ー
ド
は
速
度
を
増

し
、ま
た
、細
分
化
さ
れ
、さ
ら
に
複
雑
化
さ
れ

て
き
て
い
る
。

　企
業
を
存
続
し
て
行
く
に
は
、感
覚
を
と
ぎ

す
ま
し
、敏
感
に
こ
れ
ら
環
境
変
化
へ
対
応
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　企
業
の
存
続
は
、存
在
意
義
の
明
確
化
と
、

環
境
変
化
へ
の
対
応
力
に
他
な
ら
な
い
。こ
れ

は
、大
き
く
力
の
あ
る
企
業
が
生
き
残
る
と
言

う
よ
り
は
、企
業
ポ
リ
シ
ー
の
明
確
化
と
各
種

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
能
力
が
必
要
不
可
欠
と
な
っ

て
い
る
。

　こ
の
よ
う
に
、日
々
変
化
す
る
現
在
の
ビ
ジ

ネ
ス
の
中
で
企
業
が
変
化
し
存
続
し
続
け
る
形

は
、ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
の
中
で
示
さ
れ
て

い
る
考
え
方
で『
こ
の
世
に
生
き
残
る
生
物
は
、

最
も
強
い
も
の
で
は
な
く
、最
も
知
性
の
高
い

も
の
で
も
な
く
、最
も
変
化
に
対
応
で
き
る
も

の
で
あ
る
』で
証
明
さ
れ
た
生
態
系
と
似
て
い

る
。 企

業
存
続

時間外労働の割増賃金率が引き上げられます
（中小企業については、当分の間、適用が猶予されます）

▶1ヶ月に60時間を超える時間外労働を行う場合、50％
（改正法第37条第１項、第138条）

●１か月60時間を超える時間外労働につ
いては、法定割増賃金率が、現行の25
％から50％に引き上げられます。（注１）
●ただし、中小企業については、当分の間、
法定割増賃金率の引上げは猶予されま
す。（注２）（※）
（注１）割増賃金率の引上げは、時間外労働が

対象です。
　　　休日労働（25％）と深夜労働（25％）の

割増賃金率は、変更ありません。
（注２）中小企業の割増賃金率については、施

行から３年経過後に改めて検討するこ
ととされています。

▶割増賃金の支払に代えた有給の休暇の仕組みが導入されます。
（改正法第37条第３項）

●事業場で労使協定を締結すれば、１か月に60時間を超える時間外労働を行った
労働者に対して、改正法による引上げ分（25％から50％に引き上げた差の25％
分）の割増賃金の支払に代えて、有給の休暇を付与することができます。（注１）
●労働者がこの有給の休暇を取得した場合でも、現行の25％の割増賃金の支払は
必要です。（注２）
（注１）この有給の休暇は、長時間の時間外労働を行ったときから一定の近接した期間内に、半

日単位などまとまった単位で付与することが考えられますが、詳細は改正法の施行まで
に、労働政策審議会で議論の上、厚生労働省令で定められます。

（注２）労働者が実際に有給の休暇を取得しなかった場合には、50％の割増賃金の支払が必要
です。

割増賃金引き上げなどの努力義務が労使に課されます
（企業規模にかかわらず）

●「時間外労働の限度基準」（平成10年労働省告示第154号：限度基準告示）によ
り、１か月に45時間を超えて時間外労働を行う場合には、あらかじめ労使で特
別条項付きの時間外労働協定を締結する必要がありますが、新たに、
①特別条項付きの時間外労働協定では、月45時間を超える時間外労働に対す
る割増賃金率も定めること
②①の率は法定割増賃金率（25％）を超える率とするように努めること
③月45時間を超える時間外労働をできる限り短くするように努めることが必
要となります。（注１）（注２）

（注１）労使は、時間外労働協定の
内容が限度基準告示に適
合したものとなるようにし
なければなりません。（労働
基準法第36条第３項）

（注２）今後、改正法の施行までに、
労働政策審議会で議論の
上、限度基準告示が改正さ
れる予定です。

3年次有給休暇を時間単位に取得できるようになります
（企業規模にかかわらず、適用されます）

（改正法第39条第4項）
●現行では、年次有給休暇は日単位で取得することとされていますが、事業場で労
使協定を締結すれば、1年に5日分を限度として時間単位で取得できるようにな
ります。（注１）（注２）
●年次有給休暇を日単位で取得するか、時間単位で取得するかは、労働者が自由
に選択することができます。（注３）
（注１）所定労働日数が少ないパートタイム労働者の方なども、事業場で労使協定を締結すれ

ば、時間単位で取得できるようになります。
（注２）１日分の年次有給休暇が何時間分の年次有給休暇にあたるかは、労働者の所定労働時

間をもとに決めることになりますが、詳細は改正法の施行までに、労働政策審議会で議
論の上、厚生労働省令で定められます。

（注３）例えば、労働者が日単位で取得することを希望した場合、使用者が時間単位で変更する
ことはできません。

労働基準法の一部改正法が成立労働基準法の一部改正法が成立労働基準法の一部改正法が成立
　長時間労働を抑制し、労働者の健康確保や、仕事と生活の調和を図ることを目的とする「労働基準法の一部を改正する法律」（平成20年法律第89号）が、平成
20年12月12日に公布され、平成22年4月1日から施行されます。
　内容をご理解いただき、長時間労働の抑制等に向けて積極的な取り組みをお願いします。

1 2

3

※猶予される中小企業

または

1ヶ月の
時間外労働

【具体例】　
時間外労働を月76時間行っ
た場合
→月60時間を超える16時間分
の割増賃金の引き上げ分25
％（50％→25％）の支払に代
えて、有給に休暇付与も可能
→16時間×0.25＝4時間分の
有給の休暇を付与

（76時間×1.25の賃金の支
払いは必要）

事業上の労使協定を締結すれ
ば、割増賃金の支払に代えて、
有給の休暇付与も可能

１時間×８などに分割

●厚生労働省・都道府県労働局・労働基準監督署 ●厚生労働省のホームページもご覧ください。http://www.mhlw.go.jp/topics/2008/12/tp1216-1.html

①資本金の額または出資の総額が
　小　売　業　5,000万円以下
　サービス業　5,000万円以下
　卸　売　業　　　1億円以下
　上 記 以 下　　　3億円以下

②常時使用する労働者数が
　小　売　業　  50人以下
　サービス業　100人以下
　卸　売　業　100人以下
　上 記 以 外　300人以下

（注）事業場単位ではなく、企業（法人また
　　は個人事業主）単位で判断します。

【図】割増賃金の支払に代えた有給の休暇の仕組み

1.5
（50％の割増賃金）

1.25
（25％の割増賃金）

通常の賃金

支払われる賃金

時間外労働なし

0時間 60時間（76時間）

【図】時間外労働に対する割増賃金の仕組み
※１、２の改正内容を図にすると右のようになります。

月の時間外
労働時間数

60時間

45時間

【現行】 【平成22年４月～】

25％
（法律）

25％
（法律）

25％
（法律）

25％
（法律）

50％
（法律）

25％を超える率
（限度基準告示）

大企業 中小企業 大企業 中小企業

【図】時間単位年休の仕組み

５日分以内

労働者の年次有給休暇の付与日数

事業場で労使協定を締結すれば、
分割して時間単位で取得可能
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データから見た業界の動き（平成21年12月分）
収益状況
2008年12月

景況感
2008年12月

売上高
2008年12月

2009年12月 2009年12月2009年12月

減少
68%

不変
26%

増加
6%

悪化
62%

不変
36%

好転
2%

悪化
70%

不変
30%

　本県の12月の景況は、全業種のDI値は、売上
高－50（前年同月比＋12）、収益状況－52（前
年同月比＋8）、景況感－62（前年同月比＋8）と
前年同月比では売上高、収益状況、景況感の全
項目においてポイントは改善しているが、前月
比では売上高以外はマイナスとなっている。
　業種別のDI値では、製造業で、売上高－50
（前年同月比±0）、収益状況は－55（前年同月
比＋5）、景況感は－65（前年同月比＋5）と、前
年同期比は、売上高のDI値に変化がなかったも
のの、収益状況、景況感ともに５ポイントの改善
が見られた。前月比では、景況感で５ポイントの
マイナスとなったほかは、不変であった。
　非製造業のDI値は、売上高－50（前年同月比
＋20）、収益状況－50（前年同月比＋10）、景況
感－60（前年同月比＋10）と全項目において前
年同月比のDI値が大幅に改善した。しかし、前
月比では、売上高のポイントがわずかにプラス
になったほかは、マイナスとなっている。
　国内では、前月比で現状先行き判断DIが過
去最大の下げ幅を記録したと、景気ウオッチャ
ー調査の結果が報告され、完全失業率は４ヶ月
ぶりに上昇するなど、経済環境と雇用環境が依
然として厳しい状態にあることを示す結果とな
った。
　本県の12月の景況は、前年同月比ではDI値
の回復傾向が見られるものの、DI値は低い水準
で推移しており、連絡員からも、先行きの見え
ない中小企業の厳しい状況が報告されている。

減少
62%

不変
26%

増加
12%

悪化
56%

不変
40%

好転
4%

悪化
66%

不変
30%

好転
4%

（平成21年12月分）

山梨県中小企業団体中央会
情報連絡員報告

業
界
の

　動
き

データから
見た

　

 

甲
府
市
管
工
事
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　参
事

　
　長
田 

　聡 

氏

声業界の業
界
の
現
況
は
？

　当
組
合
は
、甲
府
市
上
下
水
道
局
管
内
で
あ
る
甲
府
市
等
の
公
道

宅
地
内
漏
水
修
理
工
事
等
を
共
同
受
注
に
よ
り
一
括
で
行
っ
て
い
る

組
合
で
す
。漏
水
工
事
は
突
発
的
に
起
こ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た

め
、組
合
員
59
社
の
協
力
を
得
て
24
時
間
態
勢
で
の
対
応
を
行
い
、

市
と
の
信
頼
関
係
を
築
い
て
お
り
ま
す
。

　水
道
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
非
常
に
重
要
な
役
割
を
持
っ
て
い

る
た
め
極
端
に
受
注
が
減
少
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、管
製
造

技
術
の
進
歩
に
よ
り
漏
水
な
ど
が
減
少
し
て
い
る
た
め
工
事
件
数
は

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
、住
民
の
方
々
に
は
大
変
喜
ば
し
い

こ
と
で
す
が
、私
共
に
と
り
ま
し
て
は
工
事
受
注
件
数
の
減
少
と
い

う
結
果
に
な
り
ま
す
。そ
の
た
め
、そ
の
他
の
管
工
事
関
連
業
務
に
も

積
極
的
に
取
り
組
み
、組
合
員
の
経
営
環
境
の
改
善
に
少
し
で
も
お

役
に
立
て
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。ま
た
、地
震
等
の
災
害
現
場
に

も
率
先
し
て
向
か
い
、現
地
の
水
道
環
境
の
復
旧
作
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　管
工
事
業
界
の
景
況
に
お
き
ま
し
て
は
、景
気
低
迷
に
よ
り
新
築

工
事
、改
造
工
事
が
減
少
し
、業
界
に
お
け
る
管
工
事
発
注
件
数
は

年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
県
外
企
業
の
進
出
等
も
あ
り
、業

界
内
の
競
争
は
よ
り
一
層
激
化
し
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、当
組
合
で
は

官
公
需
適
格
組
合
を
取
得
し
、官
公
庁
等
に
お
け
る
管
工
事
物
件
の

受
注
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
の
展
開
は
？

　現
在
、当
組
合
の
管
工
事
は
上
水
道
工
事
が
主
と
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
受
注
件
数
の
減
少
に
伴
い
、今
後
は
下
水
道
工
事
に
も
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
の
委
員
会
も
設
立
致

し
ま
し
た
。ま
た
、業
界
内
に
お
い
て
は
、環
境
へ
の
対
応
も
重
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。節
水
や
漏
水
防
止
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

や
管
工
事
の
際
に
発
生
す
る
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
管
の
リ
サ
イ
ク
ル
受
入

拠
点
紹
介
な
ど
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
た
い
で
す
。そ
の
他
、こ
こ

最
近
の
規
制
緩
和
等
に
よ
り

新
規
参
入
企
業
が
増
え
、業
界

内
の
質
の
レ
ベ
ル
の
低
下
も
懸

念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
の
で
、

こ
の
質
の
維
持
、向
上
の
た
め

の
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　今
後
も
住
民
や
企
業
の

方
々
へ
よ
り
良
い
水
を
提
供

す
る
た
め
、当
業
界
の
発
展
の

た
め
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク
ス

　今
回
は
、2
0
0
9
年
を
振
り

返
り
、各
業
界
に
お
い
て
、「
何

が
」
↓
「
ど
の
よ
う
な
影
響
」
を
も

た
ら
し
た
の
か
に
つ
い
て
聞
い
た
。

主
な
報
告
は
次
の
と
お
り
。

【
製
造
業
】

食
品
製
造
▼
①
世
界
同
時
不
況
↓

消
費
マ
イ
ン
ド
が
低
下
。特
に
高

額
商
品
の
売
上
が
低
迷
。②
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
↓

百
貨
店
、ス
ー
パ
ー
等
の
入
込
客

数
が
減
少
し
売
上
減
少
。

織
物
製
品
▼
円
高
、株
安
↓
特
に

中
国
の
繊
維
製
品
の
輸
入
急

増
。

木
材
製
品
▼
個
人
住
宅
着
工
減
少

↓
プ
レ
カ
ッ
ト
加
工
激
減
。

生
コ
ン
▼
組
合
員
の
事
業
休
止
及

び
脱
退
↓
組
合
の
共
同
受
注
価

格
と
受
注
量
に
影
響
。

鉄
鋼
・
金
属
▼
デ
フ
レ
↓
生
産
調

整
に
よ
る
落
ち
込
み
。

貴
金
属
製
品
▼
金
融
危
機
↓
買
い

控
え
、地
金
相
場
の
高
騰
。

【
非
製
造
業
】

卸
売（
紙
製
品
）▼
世
界
的
不
況
↓

流
通
が
半
減
。ア
メ
リ
カ
、中
国

の
情
勢
に
左
右
さ
れ
大
幅
な
赤

字
。

卸
売（
宝
飾
）▼
ジ
ュ
エ
リ
ー
市
場

の
減
少
↓
売
上
の
縮
小
、後
継

者
問
題
等
、若
い
人
材
の
参
入

難
。

小
売（
S
C
）▼
不
景
気
・
先
行
き

の
不
安
感
↓
販
売
店
舗
の
売
上

げ
減
少
と
テ
ナ
ン
ト
出
店
意
欲

の
低
下
。

小
売（
水
産
物
）▼
消
費
マ
イ
ン
ド

の
低
下
↓
県
内
の
食
料
品
売
上

高
の
減
少
。

小
売（
石
油
）▼
環
境
優
先
の
経
済

対
策
↓
エ
コ
カ
ー・自
動
車
の
電

化
促
進
に
よ
る
ガ
ソ
リ
ン
・
軽

油・灯
油
の
需
要
減
を
加
速
。

不
動
産
取
引
▼
金
融
機
関
の
貸
し

渋
り
↓
宅
建
業
者
の
仕
入
れ
に

係
る
融
資
減
少
。

宿
泊
業
▼
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

↓
海
外
観
光
客
の
キ
ャ
ン
セ
ル

の
発
生
。国
内
外
の
観
光
客
の

大
幅
減
少
。

管
設
備
業
▼
デ
フ
レ
や
急
激
な
円

高
↓
住
宅
関
連
の
業
者
の
経
営

難
。

運
輸（
バ
ス
）▼
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
↓
感
染
を
恐
れ
旅
行
減
。キ

ャ
ン
セ
ル
増
。

運
輸（
ト
ラ
ッ
ク
）▼
高
速
道
路
通

行
料
金
の
休
日
割
引
、燃
料
価

格
の
急
激
な
変
動
↓
経
営
状
況

の
悪
化
、労
働
環
境
の
悪
化

 
業
界
か
ら
一
言

■
製
造
業

●
食
料
品（
洋
菓
子
製
造
）／
大
手

ス
ー
パ
ー
向
け
ギ
フ
ト
関
連
は

不
振
。台
湾
向
け
輸
出
が
改
善

傾
向（
20
％
増
）だ
が
、全
体
売

上
は
94
％
と
不
振
。

●
印
刷
／
過
度
の
価
格
競
争
を
止

め
る
こ
と
を
考
え
な
い
と
大
企

業
と
中
小
企
業
の
格
差
は
益
々

拡
が
り
、中
小
企
業
の
経
営
は
立

ち
行
か
な
く
な
る
こ
と
は
明
白
。

●
窯
業
・
土
石（
砂
利
）／
渇
水
期

に
入
り
河
川
工
事
が
大
量
に
発

注
さ
れ
、生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打

設
量
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、

砂
利
の
使
用
量
が
増
加
。年
度
末

ま
で
は
、こ
の
ま
ま
推
移
す
る
。

●
一
般
機
器
／
売
上
の
増
加
は
一

時
的
な
も
の
で
、今
後
の
見
通
し

は
不
明
。

●
電
気
機
器
／
昨
年
同
月
に
比
べ

仕
事
量
は
若
干
上
向
き
の
傾
向

だ
が
、価
格
面
で
は
非
常
に
厳
し

く
、同
じ
部
品
で
も
発
注
ご
と
に

価
格
が
引
き
下
げ
ら
れ
て
、商
売

と
し
て
成
立
た
な
い
。

■
非
製
造
業

●
卸
売（
紙
製
品
）／
流
通
の
悪
化

↓
資
源
物
の
減
少
↓
需
給
バ
ラ

ン
ス
の
好
転
で
の
一
時
的
回
復

で
あ
り
、仕
入
れ
の
過
当
競
争
を

懸
念
。ア
メ
リ
カ
、中
国
の
需
給

バ
ラ
ン
ス
の
影
響
が
強
く
、こ
の

構
造
は
今
後
も
続
く
。

●
卸
売（
宝
飾
）／
ジ
ュ
エ
リ
ー
販

売
の
12
月
は
通
常
月
の
３
倍
の

売
上
が
あ
る
１
年
で
最
も
重
要

な
時
期
だ
が
、今
年
は
前
年
の
７

か
ら
９
掛
け
と
推
定
。

●
小
売（
S
C
）／
新
規
店
舗
の
開

店
で
予
想
を
上
回
り
集
客
、売

上
げ
と
も
に
好
影
響
が
波
及
。

●
小
売（
青
果
）／
例
年
は
価
格
が

上
昇
し
て
い
た
年
末
だ
が
、販
売

価
格
が
上
昇
し
な
か
っ
た
。

●
小
売（
電
機
製
品
）／
国
内
デ
ジ

タ
ル
機
器
の
販
売
は
堅
調
に
推

移
し
て
い
る
が
、単
価
ダ
ウ
ン
の

影
響
に
よ
り
粗
利
が
確
保
出
来

な
い
状
況
。冷
蔵
庫
、エ
ア
コ
ン

等
は
、エ
コ
ポ
イ
ン
ト
及
び
省
エ

ネ
の
追
い
風
も
あ
り
前
年
を
上

回
っ
た
。ま
た
、暖
房
機
器
は
、石

油
機
器
か
ら
の
転
換
の
動
き
が

顕
著
。

●
小
売（
石
油
）／
12
月
の
ガ
ソ
リ

ン
は
、原
油
安
、需
要
低
調
さ
ら

に
灯
油
は
気
温
が
高
め
に
推
移

し
た
た
め
、全
国
平
均
で
ガ
ソ
リ

ン
１
２
６
・
４
円
に
下
落
、軽
油

は
１
０
５
・
９
円
、灯
油
は
69
・

６
円
の
横
ば
い
で
推
移
。１
月
の

動
向
は
ガ
ソ
リ
ン
に
つ
い
て
は

元
売
り
各
社
の
減
産
効
果
と
需

要
の
増
加
で
若
干
の
値
上
げ
に

な
る
。

●
商
店
街
／
年
末
商
戦
は
盛
り
上

が
ら
ず
低
調
。商
店
街
の
歩
行
量

も
10
％
ほ
ど
昨
年
よ
り
減
少
。日

曜
日
は
50
％
ほ
ど
の
落
ち
込
み
。

●
建
設
業（
型
枠
）／
景
気
は
年
末

に
向
け
て
公
共
事
業
の
前
倒
し

も
あ
り
、徐
々
に
上
向
い
て
き

て
い
る
が
、ま
だ
例
年
ほ
ど
仕

事
が
無
い
。

●
建
設
業（
鉄
構
）／
元
請
け
ゼ
ネ

コ
ン
各
社
が
受
注
競
争
を
繰
り

広
げ
、そ
の
し
わ
寄
せ
で
鉄
骨
加

工
業
社
へ
の
指
し
値
攻
勢
が
一

段
と
厳
し
さ
を
増
し
、一
部
に
は

明
ら
か
に
採
算
的
に
赤
字
と
わ

か
る
物
件
も
散
見
し
て
い
る
。

●
設
備
工
事（
電
気
工
事
）／
来
年

度
の
公
共
工
事
は
18
％
ダ
ウ
ン

と
の
政
府
発
表
。実
質
50
％
予

算
と
想
定
さ
れ
る
。

●
運
輸（
バ
ス
）／
こ
れ
か
ら
オ
フ

シ
ー
ズ
ン
に
入
る
が
、現
状
に
輪

を
か
け
１
、２
、３
月
の
予
約
が

以
前
ほ
ど
な
い
状
況
。全
体
の
車

両
を
減
ら
さ
な
け
れ
ば
共
倒
れ

す
る
と
懸
念
。

新潟県柏崎市における災害復旧工事風景
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中
央
会
●
会
員
組
合
活
動
紹
介
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I

風
土
記
の
丘
農
産
物
直
売
所

新
た
な
１
年
を
初
売
り
で
ス
タ
ー
ト

大
勢
の
来
店
者
で
賑
わ
う

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
強
化
を
開
始

  一般社団法人 中道農産物加工直売組合　　 T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・

中
国
人
研
修
生
の
受
入
事
業

　
　
　
　
第
６
期
生
ス
タ
ー
ト

山梨県アパレル工業組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
中
熱
利
用
で

　
　
　
C
O
2

削
減
25
％
に
挑
戦

山梨県地質調査事業協同組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

開設されたホームページ

店先には門松が飾り付けられた

集合研修風景

抱負を述べる6期生

　山
梨
県
地
質
調

査
事
業
協
同
組
合

（
萩
原
利
男
理
事

長
・
組
合
員
6

社
）
で
は
、
組
合

が
事
業
主
体
と
な

っ
て
甲
斐
市
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
と

「
山
梨
県
地
中
熱

利
用
推
進
協
議

会
」
を
組
織
し
、
国
土
交
通
省
の
補
助
金
を
受
け
て
地
中
熱
の

利
用
実
験
を
進
め
て
い
る
。

　実
験
で
は
、
通
常
型
の
灯
油
ボ
イ
ラ
ー
で
暖
房
し
た
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
と
地
熱
を
利
用
し
て
暖
め
た
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
そ

れ
ぞ
れ
で
ト
マ
ト
を
栽
培
し
、
山
梨
県
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー

（
農
業
試
験
場
）
の
協
力
を
得
て
生
育
状
況
の
比
較
を
行
い
、

地
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
の
実
用
化
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
地
熱

利
用
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
は
、
地
下
1
0
0
メ
ー
ト
ル
ま
で

掘
り
下
げ
た
直
径
1
5
0
セ
ン
チ
の
３
本
の
ボ
ー
リ
ン
グ
井
戸

に
通
し
た
パ
イ
プ
か
ら
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
に
よ
り
熱
を
取
り
出
し
、

熱
交
換
器
の
暖
房
装
置
に
よ
り
温
水
と
し
て
45
℃
に
し
て
循
環

さ
せ
空
気
を
14
℃
、
地
中
50
セ
ン
チ
に
埋
め
込
ん
だ
温
水
パ
イ

プ
に
よ
り
土
壌
を
16
〜
20
℃
ま
で
暖
め
る
こ
と
が
で
き
、
地
熱

利
用
を
し
た
ト
マ
ト
の
方
が
生
育
状
況
が
優
れ
て
い
る
と
の
効

果
が
出
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
１
月
７
日
か
ら
は
実
っ
た
ト
マ
ト

を
地
元
の
農
産
物
直
売
所
に
出
荷
も
始
め
て
い
る
。

　萩
原
理
事
長
は
、
「
こ
れ
ま
で
の
実
験
結
果
で
は
、
燃
料
コ

ス
ト
は
ボ
イ
ラ
ー
を
利
用
し
た
場
合
の
半
分
程
度
で
す
み
、

C
O
2
も
65
％
削
減
が
見
込
ま
れ
る
。
今
後
の
実
験
と
研
究
に

よ
り
ボ
ー
リ
ン
グ
や
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
設
置
に
か
か
る
初
期
投
資

を
５
〜
６
年
で
償
却
で
き
る
ま
で
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
図
り
た
い
。

　地
熱
は
ど
こ
に
で
も
あ
り
１

年
中
安
定
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

取
り
出
せ
る
こ
と
か
ら
、
初
期

投
資
の
費
用
を
削
減
で
き
れ
ば

個
人
住
宅
の
冷
暖
房
・
給
湯
シ

ス
テ
ム
と
し
て
利
用
で
き
る
。

鳩
山
総
理
が
提
案
し
て
い
る
我

が
国
の
C
O
2
の
25
％
削
減
の
た

め
に
は
、
非
常
に
有
効
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
に
な
る
と
期

待
で
き
る
。」
と
語
っ
て
く
れ
た
。

　山
梨
県
ア
パ
レ
ル
工
業
組
合

（
川
手
正
紀
理
事
長
）は
、平
成

16
年
か
ら
実
施
し
て
い
る『
外
国

人
研
修
生
共
同
受
入
事
業
』の

第
６
期
生
の
受
け
入
れ
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
た
。第
６
期
生
と
な
る

今
回
は
、こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、

中
国
江
蘇
省
南
通
市
か
ら
の
研

修
生
15
名
が
来
日
、組
合
企
業

６
社
が
受
け
入
れ
企
業
と
な
り

研
修
を
行
う
こ
と
と
な
る
。

　今
回
、11
月
４
日
に
中
小
企

業
団
体
中
央
会
研
修
室
で
行
わ
れ
た
開
講
式
で
は
、研
修
生
15

名
の
自
己
紹
介
が
行
わ
れ
、こ
れ
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
日
本
で
の

研
修
生
活
に
対
し
て
、研
修
生
15
名
は
し
っ
か
り
と
し
た
日
本

語
で
自
己
紹
介
を
行
い
、「
一
日
も
早
く
日
本
の
縫
製
技
術
を
学

び
頑
張
り
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

　開
講
式
後
に
は
、（
財
）国
際
研
修
協
力
機
構
の
担
当
者
か
ら

受
け
入
れ
企
業
に
対
し
て
の
注
意
事
項
や
研
修
生
を
巡
る
諸
問

題
な
ど
の
説
明
会
も
行
わ
れ
、１
ヶ
月
に
渡
っ
て
行
わ
れ
る
座
学

研
修
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　研
修
生
は
日
常
生
活
や
技
術
研
修
に
必
要
な
日
本
語
会
話
の

習
得
を
中
心
に
、日
本
の
生
活
慣
習
、健
康
管
理
、日
本
の
法
律

や
安
全
な
ど
を
集
合
研
修
で
学
ん
だ
後
、組
合
員
企
業
で
縫
製

技
術
の
習
得
を
行
い
、来
年
11
月
の
技
能
検
定
合
格
後
は
２
年

間
の
技
能
実
習
生
と
し
て
就
労
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　11
月
６
日
に
は
中
央
会
か
ら
山
本
常
務
理
事
が
講
師
を
行
い
、

日
本
の
経
済
状
況
と
中
小
企
業
に
つ
い
て
、ま
た
中
国
と
日
本

の
そ
れ
ぞ
れ
文
化
に
つ
い
て
研
修
生
と
の
質
疑
応
答
・
対
話
な

ど
を
交
え
て
、終
始
和
や
か
な

雰
囲
気
と
な
っ
た
。

　な
お
、今
回
６
期
生
を
迎
え

る
前
の
10
月
30
日
に
は
平
成
18

年
11
月
か
ら
受
け
入
れ
を
行
っ

て
い
た
第
３
期
生
の
修
了
式
が

行
わ
れ
た
。川
手
理
事
長
よ
り

研
修
生
19
名
に
修
了
書
が
手
渡

さ
れ
、「
日
本
で
学
ん
だ
縫
製

技
術
や
た
く
さ
ん
の
楽
し
い
思

い
出
と
と
も
に
、中
国
へ
帰
っ

て
も
頑
張
っ
て
下
さ
い
」
と
激

励
の
言
葉
が
か
け
ら
れ
た
。

　風
土
記
の
丘
農
産
物
直

売
所（
一
般
社
団
法
人
中
道

農
産
物
加
工
直
売
組
合
）で

は
、１
月
４
日
午
前
９
時
か

ら
初
売
り
を
行
い
、平
成
22

年
と
し
て
新
し
い
年
の
ス

タ
ー
ト
を
き
っ
た
。

　初
売
り
当
日
は
、約
１
０

０
０
人
が
訪
れ
、来
店
者
に

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
２
０
０

杯
程
用
意
し
た
お
汁
粉
は
、

午
前
11
時
に
は
全
て
な
く

な
り
大
盛
況
と
な
っ
た
。

　同
直
売
所
で
は
、安
全
・
安
心
・
新
鮮
な
農
産
物
等
を
消
費
者

に
提
供
し
、生
産
と
消
費
が
一
体
化
し
た
産
地
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、６
月
に
は
「
と
う
も
ろ
こ
し
フ
ェ
ア
」
、８
月
に
は

「
梨
ま
つ
り
」
、12
月
に
は
「
感
謝
祭
」
を
積
極
的
に
開
催
し
、

季
節
の
旬
な
野
菜
や
果
物
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、生
産
者
の

農
園
で
収
穫
体
験
す
る
バ
ス
ツ
ア
ー
な
ど
様
々
な
企
画
を
展
開

し
、消
費
者
へ
の
Ｐ
Ｒ
に
も
工
夫
を
行
い
な
が
ら
、集
客
策
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　ま
た
、積
極
的
に
新
商
品
づ
く
り
に
も
取
り
組
み
、も
ろ
こ
し

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム（
夏
季
限
定
）、も
ろ
こ
し
味
噌
ま
ん
じ
ゅ
う
に

梨
ワ
イ
ン
な
ど
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
販
売
に
も
力
を
入
れ
て

お
り
、２
月
か
ら
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
お
や
き
」
を
販
売
予
定
。

ど
ん
な
「
お
や
き
」
な
の
か
は
、直
売
所
に
行
っ
て
か
ら
の
お
楽

し
み
、是
非
、味
も
お
店
で
ご
賞

味
頂
き
た
い
。（
切
り
干
し
大
根

な
ど
定
番
の
「
お
や
き
」
は
昨

年
12
月
か
ら
販
売
中
）

　昨
年
の
11
月
９
日
に
は
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、幅
広
い
Ｐ

Ｒ
効
果
活
動
を
始
動
し
た
と
こ

ろ
で
も
あ
り
、新
年
を
迎
え
、今

ま
で
と
は
違
っ
た
新
し
い
取
り

組
み
と
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

    

　●
風
土
記
の
丘
農
産
物
直
売
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　
　
　
　
　
　
　

http://fudoki-nakam
ichi.com

/

ビニールハウスの中で生育中のトマト

地熱を取り出すための
ヒートポンプ設備と萩原理事長



第三種郵便物認可　平成22年２月１日（月曜日）中小企業タイムズ（5）
A

C
T

I
V

E
 

K
U

M
I

A
I

中
央
会
●
会
員
組
合
活
動
紹
介

地
元
へ
の
貢
献
を
目
指
し
て
！

　
 

│
組
合
員
製
品
の
積
極
的
活
用
を
│

山梨県配電盤工業協同組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

陳情を行う小山理事長ら
（奥から小山理事長、清水監事、秋山理事）

陳情を受ける末木営繕課長

ワークショップ（未来の自分について発表）

1階店頭での販売

地下1階での販売

工具・装置を使って測定の体験

　山
梨
県
配
電
盤
工
業
協
同
組
合

（
小
山
亀
一
理
事
長
）
は
12
月
18

日
、
山
梨
県
庁
に
お
い
て
、
山
梨

県
に
お
け
る
公
共
事
業
建
築
物
建

造
に
際
し
て
の
配
分
電
盤
等
の
発

注
に
お
い
て
、
当
組
合
の
組
合
員

が
製
作
し
た
製
品
の
採
用
を
求
め

て
、
山
梨
県
に
陳
情
を
行
っ
た
。

当
組
合
か
ら
は
小
山
理
事
長
を
は

じ
め
、
秋
山
理
事
、
清
水
監
事
が

出
席
し
、
山
梨
県
か
ら
は
山
梨
県
県
土
整
備
部
営
繕
課
よ
り
末

木
正
文
課
長
、
長
田
茂
技
術
指
導
監
が
陳
情
を
受
け
た
。

　現
在
、
当
組
合
の
組
合
員
は
７
社
。
ど
の
組
合
員
も
企
画
・

設
計
・
製
作
・
保
守
等
、
技
術
水
準
に
お
い
て
、
県
外
大
手
企

業
に
引
け
を
と
ら
な
い
と
自
負
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
取
得
に

も
、
各
組
合
員
と
も
積
極
的
で
あ
る
。
各
受
注
先
の
仕
様
基
準

に
沿
っ
た
品
質
を
各
組
合
員
が
維
持
し
、
県
内
及
び
県
外
の
受

注
先
の
要
求
に
十
二
分
に
対
応
で
き
る
技
術
を
保
持
し
て
い
る
。

　ま
た
、
使
用
中
の
配
分
電
盤
等
に
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
際
の

即
応
性
に
も
優
れ
て
い
る
。
ト
ラ
ブ
ル
時
に
は
施
工
業
者
の
み

で
の
復
旧
は
不
可
能
で
あ
り
、
製
作
業
者
の
参
加
が
必
要
不
可

欠
と
な
る
。
そ
の
際
に
、
当
組
合
で
は
日
々
の
情
報
交
換
や
研

修
を
通
し
て
、
ト
ラ
ブ
ル
に
対
し
確
実
な
対
応
が
可
能
と
な
り
、

さ
ら
に
県
外
業
者
に
比
べ
、
距
離
的
な
問
題
も
な
く
、
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
な
対
応
が
可
能
と
な
る
。

　さ
ら
に
は
、
地
元
へ
の
貢
献
と
い
う
意
識
も
高
い
。
公
共
事

業
建
築
物
は
県
民
の
生
活
基
盤
の
充
実
に
繋
が
る
も
の
で
あ
る

と
い
う
考
え
の
下
、
組
合
員
が
誠
心
誠
意
を
尽
く
し
た
製
品
が

地
域
に
住
む
村
民
、
町
民
、
市
民
、
さ
ら
に
は
県
民
の
よ
り
良

い
生
活
を
営
む
た
め
の
一
部
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
、
も
の
づ

く
り
に
携
わ
る
者
に
と
っ
て
大
き
な
幸
せ
で
あ
り
、
製
品
技
術

の
向
上
に
も
繋
が
る
。

　以
上
の
理
由
か
ら
、
当
組
合

は
こ
の
度
の
陳
情
を
行
っ
た
。

山
梨
県
県
土
整
備
部
営
繕
課
の

末
木
課
長
か
ら
は
、「
予
算
等

の
問
題
も
あ
る
が
、
山
梨
県
と

し
て
は
地
産
地
消
の
精
神
の
下
、

地
元
業
者
の
活
用
は
積
極
的
に

行
う
よ
う
に
し
て
い
る
。
今
後

も
検
討
し
て
い
く
。」
と
の
回

答
が
あ
っ
た
。

　本
会
の
特
産
品
市

場
開
発
チ
ー
ム
は
、１

月
13
日
〜
15
日
に
か

け
て
甲
府
駅
前
に
あ

る
「
山
交
百
貨
店
」
の

１
階
店
頭
及
び
地
下

１
階
エ
ス
カ
レ
ー
タ

前
で
、身
延
町
の
特
産

品（
ゆ
ば
・
竹
炭
商
品
・

曙
大
豆
）や
、通
常
商

品（
ほ
う
と
う
・
袋
菓

子〈
落
雁
〉）な
ど
を
中

高
年
の
主
婦
層
な
ど

の
お
客
様
を
対
象
に

県
産
品
の
P
R
・
販
売

を
行
っ
た
。

　寒
さ
の
厳
し
い
こ

の
時
期
に
山
梨
の
特

産
品
を
販
売
す
る
こ

と
は
初
め
て
の
経
験

で
あ
り
、集
客
が
見
込
め
る
か
ど
う
か
不
安
で
あ
っ
た
が
、

全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
で
優
勝
し
た
山
梨
学
院
大
学
附
属

高
校
の
優
勝
セ
ー
ル
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、特
価
商
材
を

求
め
る
お
客
様
の
来
店
で
多
少
は
当
コ
ー
ナ
ー
へ
の
流

れ
も
あ
り
救
わ
れ
た
感
が
あ
る
。た
だ
し
、山
交
百
貨
店

の
特
売
商
品
と
当
チ
ー
ム
の
通
常
商
品
が
競
合
し
た
物

も
あ
り
販
売
に
は
苦
戦
し
た
。ま
た
、一
階
入
口
の
外
で

の
販
売
は
、風
の
影
響
も
あ
り
通
行
人
も
足
早
に
通
り
過

ぎ
、よ
ほ
ど
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
商
材
で
も
な
い
限
り
販

売
は
厳
し
い
。

　今
回
の
身
延
町
の
特
産
品
で
あ
る
「
ゆ
ば
」
や
「
竹

炭
商
品
」
は
珍
し
さ
も
あ
り
な
じ
み
の
あ
る
人
に
は
好

評
で
あ
っ
た
が
、全
体
的
に
は
正
月
明
け
で
あ
る
こ
と
や

高
校
サ
ッ
カ
ー
の
優
勝
セ
ー
ル
が
各
所
で
重
な
り
販
売

が
伸
び
悩
ん
だ
。

　こ
の
時
期
は
特
に
目
玉
と
な
る
商
材
も
少
な
い
が
、お

客
様
と
の
対
応
の
中
か
ら
消
費
者
ニ
ー
ズ
を
つ
か
み
、生

産
者
及
び
企
業
、

組
合
等
に
「
生

の
声
」
を
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
で

き
る
よ
う
特
産

品
チ
ー
ム
一
同

頑
張
っ
て
行
く

所
存
で
あ
る
。

　今
後
も
新
商

品
の
販
売
に
つ

と
め
、県
民
に
よ

り
多
く
の
特
産

品
の
紹
介
・
宣
伝

を
行
っ
て
い
き

た
い
。
　

　本
会
で
は
、
１
月
12
日
に
身
延

町
下
山
に
あ
る
自
動
車
部
品
製
造

の
㈱
メ
ッ
ツ
身
延
工
場
で
小
学
生

が
職
場
の
見
学
や
体
験
を
通
し
て

就
業
観
を
養
う
キ
ャ
リ
ア
推
進
事

業
（
ジ
ュ
ニ
ア
・
ト
ラ
イ
ワ
ー

ク
）
を
行
っ
た
。

　こ
の
事
業
は
、
ニ
ー
ト
や
フ
リ

ー
タ
ー
の
増
加
、
新
規
卒
業
者
な

ど
を
は
じ
め
と
す
る
若
年
労
働
者

の
早
期
離
職
率
が
高
水
準
で
推
移

す
る
な
ど
、
若
者
の
就
業
意
識
の

低
下
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
よ
り
早
い
段
階
か
ら

子
供
達
に
就
業
観
や
勤
労
観
を
育
成
し
、
将
来
自
ら
の
進
路
を
自
分

自
身
で
選
択
で
き
る
能
力
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
年
に
10

回
開
催
し
て
い
る
。
今
回
で
８
回
目
。

　当
日
は
、
身
延
町
立
下
山
小
学
校
の
５
、
６
年
生
26
名
が
参
加
。

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
羽
村
郁
子
先
生
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
が
開
か
れ
、
家
族
・
地
域
社
会
等
に
お
け
る
様
々
な
活
動
を
通

し
て
、
将
来
設
計
の
基
盤
と
な
る
「
夢
や
希
望
」
を
育
み
、
目
標
の

達
成
を
目
指
し
て
工
夫
し
努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
体
得
さ
せ
た
。

そ
の
後
、
昼
食
を
挟
み
㈱
メ
ッ
ツ
身
延
工
場
前
島
生
産
本
部
長
よ
り

会
社
の
概
要
説
明
・
製
造
作
業
工
程
な
ど
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
用
い

て
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
分
か
り
易
く
説
明
が
行
わ
れ
た
。
続

い
て
、
工
場
内
を
見
学
。
就
業
体
験
で
は
、
４
班
に
分
か
れ
パ
ソ
コ

ン
操
作
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
さ
れ
た
研
修
用
Ｃ
Ａ
Ｄ
を
使
っ
て

「
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
」
な
ど
図
形
作
成
を
体
験
。
ま
た
、
工
具
・
機

械
装
置
を
使
っ
て
製
品
の
サ
イ
ズ
を
測
定
し
た
。
日
常
生
活
で
は
測

る
こ
と
の
な
い
小
さ
い
単
位
を
体
験
し
た
。
最
後
に
、
一
日
の
体
験

を
振
り
返
っ
て
意
見
交
換

を
行
い
児
童
ら
は
学
校
で

は
学
べ
な
い
貴
重
な
時
間

を
過
ご
し
た
。

　次
回
の
ジ
ュ
ニ
ア
・
ト

ラ
イ
ワ
ー
ク
は
、
１
月
27

日
に
大
月
市
立
七
保
小
学

校
の
６
年
生
27
名
が
㈱
グ

ル
メ
シ
テ
ィ
関
東
河
口
湖

店
。
今
年
度
最
後
は
、
２

月
４
日
に
大
月
市
立
梁
川

小
学
校
の
６
年
生
７
名
が

富
士
吉
田
キ
ユ
ー
ピ
ー
㈱

で
職
場
体
験
を
行
う
予
定
。

ジ
ュ
ニ
ア
・
ト
ラ
イ
ワ
ー
ク

平
成
21
年
度
キ
ャ
リ
ア
推
進
事
業

ジ
ュ
ニ
ア
・
ト
ラ
イ
ワ
ー
ク

小
学
生
が
職
場
体
験

平
成
21
年
度
キ
ャ
リ
ア
推
進
事
業

厳冬の中の特産品販売！
－甲府駅前デパートにおいて－
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情報BOX

 全国中央会では、平成22年度中小企業活路開拓調査・実現化事業の実施団体の募集を行ない
ます。
　事業内容は、（1）中小企業組合等活路開拓事業、（2）組合等情報ネットワークシステム等開
発事業、（3）連合会（全国組合）等研修事業、（4）組合等Web構築支援事業、（5）組合等自主研
修事業の5種類です。
　募集期間は事業によって異なり、（1）・（2）は３月１日（月）まで、（3）～（5）は3月17日（水）
までとなっております。

  1．制度の目的 
　県の技術研究開発等補助金制度は、中小企業の研究開発への取組み等を支
援し、中小企業の生産工程の効率化、中小企業製品の高付加価値化等を図る 
ことを目的としており、中小企業が行う新技術研究、新製品開発の研究開発に
要する原材料費、機械装置費等の経費の一部を補助する制度です。補助金の
交付については、「ものづくり産業支援事業費補助金交付要綱」に定めるとこ
ろによります。また、実施については、「ものづくり産業支援事業費補助金実施
要領」に定めるところによります。

  2．対象補助金募集状況 
　ものづくり産業支援事業費補助金 
　　・成長分野研究開発事業費補助金　　募集件数２件

  3．募集期間　　平成22年1月25日～2月15日

  4．補助対象事業の概要 
a 補助概要
　山梨県工業技術センター又は富士工業技術センターのコーディネートに
より産・学・官の共同研究体を構成し、成長が期待される分野に係る新技術・
新製品の開発を行う事業への助成制度。 
b 補助対象者
　県内中小企業者を代表法人とし、工業技術センターがコーディネートす
る産・学・官連携による共同研究体 

ｃ 補助額（補助率）
　100万円～1000万円 （研究開発事業費の2/3を助成）。

　２
年
度
目
の
中
央
会
地
域

力
連
携
拠
点
事
業
で
は
、山
梨

県
民
信
用
組
合
を
パ
ー
ト
ナ

ー
と
し
て
、地
域
の
中
小
企
業

の
様
々
な
課
題
に
対
し
て
経

営
支
援
を
行
っ
て
い
る
。そ
の

一
環
で
経
営
者
等
を
対
象
に

日
々
の
会
社
経
営
に
役
立
つ

内
容
で
経
営
セ
ミ
ナ
ー
も
開

催
し
て
い
る
。

　今
年
度
第
２
回
目
と
な
る

今
回
は
、㈱
エ
イ
チ
・
エ
ー
エ

ル
よ
り
高
巣
忠
好
先
生
、細
井

昌
利
先
生
を
招
き
、『
上
手
な

会
社
の
継
ぎ
方
・
継
が
せ
方
』の
テ
ー
マ
で
事
業
承
継
に
つ

い
て
講
演
し
て
頂
い
た
。こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、11
月
・
12
月

の
６
日
間
県
内
６
会
場
に
お
い
て
、同
組
合
の
得
意
先
を

は
じ
め
会
社
経
営
者
等
延
べ
1
0
2
人
の
参
加
を
得
た
。

　講
演
で
は
、事
業
承
継
の
実
態
に
つ
い
て
具
体
的
な
事

例
を
交
え
て
分
か
り
易
く
説
明
さ
れ
た
。講
演
要
旨
は
次

の
通
り
。

　『日
本
の
会
社
の
９
割
以
上
を
占
め
る
中
小
企
業
の
う

ち
、４
割
が
事
業
承
継
の
問
題
を
抱
え
、経
営
者
の
高
齢

化
が
進
ん
で
お
り
、中
小
企
業
の
多
く
は
同
族
企
業（
会

社
の
所
有
と
経
営
が
一
致
）で
あ
り
、死
亡
に
よ
る
相
続
時

に
問
題
が
顕
在
化
し
企
業
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
。現
状
の

認
識
↓
事
業
承
継
計
画
の
立
案
↓
具
体
的
対
策
の
実
施

と
事
業
承
継
の
具
体
的
な
進
め
方
が
説
明
さ
れ
、相
続
税

課
税
、民
法
の
特
例
、金
融
支
援
な
ど
税
制
改
正
ポ
イ
ン

ト
の
活
用
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。円
滑
な
事
業
承
継
に

は
長
期
間
を
要
す
た
め
、取
り
組
む
の
に
早
す
ぎ
る
こ
と

は
な
く
、後
継
者
、従
業
員
に

と
っ
て
魅
力
あ
る
会
社
で
な

け
れ
ば
、当
然
承
継
は
進
ま

ず
、対
外
的
な
取
引
相
手
や
顧

客
に
と
っ
て
も
魅
力
は
な
く
、

生
き
残
れ
な
い
。事
業
承
継
に
は
「
相
続
」
、「
経

営
」
の
二
つ
の
側
面
が
あ
り
、相
続
は
法
律
的
な

知
識
が
必
須
で
あ
り
、専
門
家
の
活
用
が
必
須
だ

が
、経
営
の
面
は
、創
業
者
で
あ
る
先
代
と
そ
の
右

腕
と
な
る
人
材
と
の
調
整
が
大
き
な
課
題
に
あ

り
、各
社
様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
考
え
ら
れ
る
。』

　こ
の
よ
う
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
事
業
の
承
継
を

考
え
る
こ
と
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、会
社
を
よ
り

よ
く
し
、生
き
残
る
起
爆
剤
と
す
る
意
識
を
持
つ

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
感
じ
た
。

　本
会
で
は
、今
後
も
中
小
企
業
経
営
者
に
役
立

つ
内
容
で
経
営
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
予
定
で
あ

り
、ま
た
会
社
の
様
々
な
経
営
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

●平成21年度地域力連携拠点事業 経営セミナーを開催②

「上手な会社の継ぎ方・継がせ方」
　　　～円滑な事業の承継が企業の未来を拓く～

「㈱エイチ・エーエル　高巣先生」

「熱心に傾聴する参加者」

●平成21年度地域力連携拠点事業
「中小企業元気力アップ事業」中小企業庁・経済産業省委託事業で地域の中小企
業が直面するさまざまな課題に対して、連携拠点に指定された中央会をはじめ
支援機関がワンストップできめ細やかな経営相談・支援を行うものである。

平成21年度

県内中小企業者向け技術研究開発等補助金募集案内
平成21年度

県内中小企業者向け技術研究開発等補助金募集案内
上記事業について、平成21年度の第4回募集を1月25日より開始します。各補助金の概要及び募集の詳細については、以下をご参照ください。

●その他詳細については、以下のHPにてご参照下さい。　http://www.pref.yamanashi.jp/sangyo-shien/kenkyukaihatsu/boshu.html

平成22年度
中小企業活路開拓調査・実現化事業の実施団体の募集のご案内
平成22年度
中小企業活路開拓調査・実現化事業の実施団体の募集のご案内

●お問い合わせ
山梨県中央会の組合担当者又は組織課まで。

●活路開拓事業募集　特設サイト
　http://www.chuokai.or.jp/josei/h22k-oubo.html
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 １．先進企業
山梨管財　株式会社
 ２．概要及び特徴
ビルメンテナンス業のほか、産業廃棄物および一般廃棄物の収集運搬業も行っている。
 ３．定年及び定年後の継続雇用制度
（１）定年　65歳
（２）定年後の継続雇用制度　一定条件の下、70歳まで再雇用
（３）運用の具体的内容　継続雇用者は現在7名
（４）現在の最高年齢者　72歳
 ４．高年齢者雇用に対する基本的な考え方
（１）70歳雇用の背景及び雇用のメリット

　65歳定年後の継続雇用で行ってきた職務に引き続き就くケースがほとんどで、経験を生かして70歳を過ぎて
もできることをやってもらっている。賃金に応じた仕事であると考えているので、多少額を下げても働いてもらえ
て会社にメリットがある。

（２）現在取り組んでいること
　現在、特に取り組んでいる事柄はない。ただ、新規採用は60歳を目安としており、65歳以上の採用はほとんど行
っていない。60歳前後で雇用し、経験を積んでもらい継続勤務してもらうことが原則。

 ５．高年齢者の雇用施策の現状

 ６．70歳従業員の就業状況

 
 ７．定年前従業員への施策又は60歳以上の従業員への施策

※上記は、平成20年2月時点の内容です。
※参照：「70歳いきいき企業100選」（編集・発行：独立行政法人高齢・障害者雇用支援機構）

  お問い合わせ先  　「70歳まで働ける企業」創出事業（山梨労働局委託）　山梨県中小企業団体中央会　労働課（仲澤）
　　　　　　　　　 〒400-0035　山梨県甲府市飯田2-2-1（山梨県中小企業会館4階）
　　　　　　　　　 TEL.055-237-3215　　FAX.055-237-3216
　　　　　　　　　　山梨県中小企業団体中央会　  検　索　http://www.chuokai-yamanashi.or.jp/

　山梨労働局では、賃金・退職金制度の整備・改善を
考えている企業の皆様に役立つよう賃金・退職金セミ
ナーを開催します。
　この機会をお見逃しなきようご参加いただき、制度
改善等の参考としていただきますようご案内します。
  1．開催日時 平成22年3月11日（木）
 午後1時30分～午後4時30分
  2．開催場所 （財）山梨県甲府・国中地域
 地場産業振興センター
 「かいてらす」
 甲府市東光寺3－13－25
 Tel.055－237－1641
  3．募集人数 100名
  4．参 加 料 無料
  5．問い合わせ先　　山梨労働局労働基準部賃金室
 　　Tel.055－225－2854
 　　Fax.055－225－2783

高年齢者雇用における先進企業事例紹介（3）
　本会では、昨年度に引き続き、「70歳まで働ける企業」創出事業に取り組むこととなりました。
我が国では、少子高齢化による労働力減少が問題とされており、豊富な経験、知識、技術等を有する高年齢者の雇用が重要
な課題とされています。この事業では、高年齢者雇用安定法に基づく65歳までの雇用確保措置の推進・充実、その後の70
歳までの雇用確保について、各企業の高年齢者活用を支援していくため、専門家の派遣や高年齢者活用に向けたセミナー
の開催等を行うものです。事業主の皆様も、積極的にこの事業を活用し、円滑な高年齢者雇用の推進にお役立て下さい。

●なお、本事業参加希望の方は、下記【お問い合わせ先】までご連絡下さい。

「70歳まで働ける企業」創出事業

雇用形態及び勤務形態

賃 金 制 度 の 内 容
平 均 賃 金
（ お お よ そ の 額 ）

現状に至るまでに課題
となった事項及びそれ
らに対する工夫・検討
内容

70歳～
現在5名在籍し、最高齢者は72歳である。日数や、短時
間の仕事があるので、年金をもらいながらパートとして
働いている。70歳を過ぎても本人が希望し健康等に問
題がなければ、継続雇用している。（会社が選択する際
の基準は65歳の定年後は70歳を過ぎても変わらない。
実質的には希望者全員に近い実績がある。）

パートとしての時給は70歳という理由での減額はな
い。定年前からの仕事を継続するケースが普通である
が、短時間の仕事に就くこともある。

70歳代になったからといって扱いを変えることはな
い。高齢者は年金と組み合わせながら軽い仕事をしたい
という人が多いので、短時間勤務ですむ仕事へのシフト
が多くなる。

60歳～69歳
平成13年から定年65歳、会社の選択による70歳まで
の再雇用制度に改定した。それ以前は定年70歳の時期
もあったが、景気の落ち込みを考慮しての改定である。
定年前の職務を継続しフルタイム勤務。実際の運用で
は上限年齢にかかわらず、ほぼ希望者全員を継続雇用
し、定年前と同様に勤務している。65歳以上の従業員は
現在13人いる。
定年後はパートとなり、時間給となる賃金については明
確な規定はないが、時間給700円くらいの者が多い。毎
年4月に配属先の主任が10円単位の変更（昇給）を行う
か見直しをしている。
高齢者は①まじめで、②仕事への自覚が高い、③欠勤が
ないのであてになる、という評価をしている。高齢者の
仕事は契約先のビルメンテナンスや掃除なので、信頼し
て仕事をまかせられるということである。この評価から
60歳くらいまでの高齢者を採用し、経験を積んで70歳
代まで働いてもらうのが良いという考えである。

技 術 、技 能 伝 承

70歳～
　

60歳～69歳
高齢者の特性を評価して、60歳前後の高齢者を採用し
て、経験を積んでもらいながら70歳代まで働いてもら
うのが良いと考えている。健康で働く意欲があれば年
齢は関係ない仕事である。 

 　　　　　　　　　　Ａさん 
雇用形態及び勤務形態 パート、勤務は10時～15時 
労働時間 週5日勤務、月約100時間の勤務 
職務内容 契約先の工場の掃除

賃金・退職金セミナー
開催のお知らせ
賃金・退職金セミナー
開催のお知らせ

　また、他にも様々な企画と「山梨のすぐれもの」が盛
りだくさん！先着プレゼント、甘酒の無料配布等も企
画しております。皆様のご来場をお待ちしております。

春の山梨県地場産業まつり開催春の山梨県地場産業まつり開催
  開催日時

2月26日（金）～2月28日（日）

問い合わせ先　（財）山梨県甲府・国中地域地場産業振興センター　甲府市東光寺3-13-25　Tel.055-237-1641

  イベント内容
●ワンコインコーナー
　（100円・500円・千円…お買い得品の定額販売）
●ジュエリー20％OFF
●貴金属のリフレッシュコーナー
●ロンドン出展ワインの販売
●春を呼ぶ花・イチゴの販売
●お楽しみ抽選会
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中小企業
組合まつり開催

編集後記
　今年は新年早々、箱根駅伝で
山梨学院大学が３位、全国高校
サッカー選手権大会で山梨学院
高校が初優勝、と本県にとって
幸先の良いニュースが飛び込ん
できました。
　この勢いが景気に少しでも反
映してくれれば良いのですが…

●ご意見・ご要望は、
　中小企業タイムズ編集班まで

TEL 055-237-3215
FAX 055-237-3216
E-mail webmaster@chuokai-
yamanashi.or.jp

　本
会
の
内
藤
悦
次
会
長
は
、12
月
24
日
山
梨
県
知
事
室
に
お
い
て
、横
内

正
明
山
梨
県
知
事
と
懇
談
し
た
。

　当
日
は
、内
藤
会
長
よ
り
１
年
間
の
中
小
企
業
へ
の
支
援
の
お
礼
を
述

べ
る
と
と
も
に
、厳
し
い
景
気
状
況
が
続
く
中
で
県
内
経
済
事
情
の
報
告
と

併
せ
、国
の
事
業
仕
訳
け
等
に
よ
り
公
共
事
業
が
見
直
さ
れ
る
中
、官
公
需

の
発
注
機
会
の
拡
大
や
地
元
中
小
企
業
へ
の
発
注
を
お
願
い
し
た
。

　ま
た
、本
会
が
取
り
組
ん
で
い
る
「
も
の
づ
く
り
中
小
企
業
製
品
開
発
等

支
援
補
助
金
」
の
県
内
の
採
択
状
況
を
報
告
し
た
。こ
れ
に
対
し
横
内
知
事

は
、今
回
採
択
さ
れ
た
企
業
の
技
術
が
、今
後
活
か
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
県

内
経
済
の
発
展
に
つ
な
が
る
こ
と
に
大
き
な
期
待
を
し
て
い
た
。

内藤会長、横内知事と会見

みんなおいでよ!みんなおいでよ!

入場
無料

得 お買得がいっぱい！

遊 みんなで遊ぼう

楽
ワクワク！ドキドキ！

体験コーナー

挑 こどもがチャレンジ!

味
おいしいものたくさん！

屋台広場

働 見てみよう!はたらく自動車

主催：介護健康フェアinこうふ実行委員会
　　　甲府市介護サービス事業者連絡協議会

同
時
開
催

第9回
介護健康フェア
inこうふ

●主催・お問い合わせ先　山梨県中小企業団体中央会　TEL.055-237-3215　URL http://www.chuokai-yamanashi.or.jp/

アイメッセ山梨
（甲府市大津町）

『今こそ発揮
  中小企業の底力』
『今こそ発揮
  中小企業の底力』

テーマ

日時

場所

平成22年

3月7日（日） 午前9時～

第15回


